














































































































がその組織として 19 世紀末イタリアで創立された。1904 年、コーネル大学に支
部を設立した。1911 年の夏から 1914 年の夏までの三年間、コーネル大学の世界
学生会の寮に住んでいた胡適は、各国から来た世界主義の会員と交流することが
でき、人種間の交流と友好関係を結ぶことの大切さを実感した 14。
組織の一員となった胡適は精力的に活動した。1912 年 12 月、コーネル大学世
界学生会の代表として、世界学生会がフィラデルフィアで開催した大会に参加し
て、同大会憲法部の幹事に選ばれた 15。1913 年 5 月に世界学生会コーネル大学支
部の会長に選ばれ、イサカで開かれた会議に出席した 16。1914 年 12 月 26 日、
コーネル大学の代表者としてコロンビアで行われた世界学生会アメリカ全国大会
に出席し、委員会会長まで務めた 17。さらに 1915 年 1 月、世界学生会 10 周年記
























































































































1915 年 6 月、胡適はコーネル大学で行われた国際政治クラブ（The International 
Polity Club）の大会でノーマン・エンジェル（Norman Angell, 1872-1967）に出会
い、その新平和主義に興味を示し始めた。
エンジェルは、イギリスの評論家であり、1933 年度のノーベル平和賞受賞者で







































1915 年 9 月、実験主義の代表者であるデューイの理論に共鳴した胡適は、コロ

































































































































































1912 年の大統領選では、ウィルソン（Thomas Woodrow Wilson, 1856-1924）、タ



















































































































































































1917 年 5 月、胡適は博士論文「中国古代哲学方法的進化史」（A Study of The 
Development of Logical Method in Ancient China）を提出して修了し、同年 7月に帰
国した。彼は古代ギリシアの詩人ホーマーの詩句「我々は帰ってきた、結果を見






























































































































































































































































































































の研究」（『研究論集』北海道大学大学院文学研究科出版、2011 年第 11 号、
170-197 頁）、緒形康「記憶は抵抗する―駐米大使胡適の抗日戦争―」（『現代
中国研究』、現代中国学会出版、2003 年第 12 号、14-23 頁）、佐藤一樹「国民
使節胡適の対米宣伝活動に関する工作―1937 ～ 1938―」（『中国研究月報』中
国研究所、2006 年 5 月号、17-28 頁）、佐藤一樹「中国の対米工作と胡適大使
（1938-1939）―対日軍需物資禁輸の活動を中心に―」（『現代中国』現代中国
学会出版、2006 年第 80 号、139-146 頁）、山口栄『胡適思想研究』（言叢社、
2000 年）、などがある。
3 河田禎一「胡適与日本学人」関西大学中国文学会編『監査大学中国文学会紀
要』13 号、1992 年 3 月、94 頁、100 頁。




5 胡頌平編『胡適之先生年譜長編初稿　1』台北聯経出版社、1990 年、209 頁。
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12 前掲『胡適日記全編　1』　183 頁。1912 年 11 月 16 日の日記を参照。
13 前掲『胡適自伝』「口述自伝」165 頁。
14 同上「口述自伝」173 頁。








































40 同上 210 頁。
41 前掲『胡適文集　2』「デューイ先生と中国」279-280 頁。









































75 前掲『胡適日記全編　3』1922 年 3 月 5 日の日記を参照。
76　『伝記文学』28 巻第 5 号、1976 年 5 月、当時講演を聴講した陳雪屏の回想を
参照。
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